















The Effect of Contraception Education on Self-Determination in Sexual Matters : 




































































































中 1 中2 中3 高 1 高2 高3
表2：性交経験率累積の年次推移
：ぃ； '84 宮7 ·g~ '93 '96 '9 
男 22.0 27. 7 20. 7 27.3 28.6 37.8 
高3
女 12.2 18. 5 17. 1 22.3 34.0 39. 0 
男 18.4 24. 2 13.1 13. 9 16.5 33.5 
高2
女 8. 7 12. 7 9.4 12. 7 28. 1 34.8 
男 12.7 18. 5 6. 7 6. 7 12. 9 25.0 
高I
女 4.9 6.6 5.4 7. 9 16.6 22. l 
男 5.8 3.1 6. 7 4.2 5.4 15. 3 
中3
女 3.4 3.8 3.4 4. 8 6.3 8.0 
男 4.0 2.6 1. 4 1. 9 3. 2 9. 5 
中2
女 1. 2 1. 6 0.4 1. 9 2. 9 3.6 
男 1. 6 1. 6 1. 9 2.1 1. 8 5. 2 
中l
女 1. 1 0.8 1. 8 0. 9 0.8 2.0 
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避妊 ピJレ 18妊娠、出産、生命誕生 10売買春 8戦争と性 4性犯罪 3 
ジェンダー 14結婚、離婚、家族 10性同一性障害 7性自認 4 精通 3 
性の平等 14性と人権 10自慰 7 プライベートゾーン 4性器 2 
STD 13エイス 10メディアセックス 7性暴力 3多機なセクシユアリティ 2 
同性愛 13性情報 9関係性と快感 6 同性愛、世間一性障害、マイノリテイの性 3 インデーセックス 2 
三次性徴 12性虐待 9月経 5包茎 3 陣害者の性 2 
恋愛 12コミュニケーンヨンふれあいの性 9 さまざまな家族 5思春期の心 3 中絶 2 
性交 ll性的自立 9男女交際 5 7イノリァイの性 3 
表5：高校教員へのアンケート結果
ジェンダー 18エイス 8 メテ刷イアリテフシー 5慰安婦 2遺精 l 
避妊、出産、生命誕生 17性器 8不妊 4 障害者の性 2二次性徴 l 
避妊ピル 14戦争と性 7 さまさまな家族 4 ス トー カ I エロス l 
性暴力 11売買春 7関係性と快感 3 包茎 1中絶 l 
性情報 10向性霊性同一性障害、マイ/IJ'tイ町性 7 ドメスティァクノミイオレンス 3 遺伝子と進化 l ホルモン
結婚、離婚、家族 10性交 6多様なセクシュアリテイ 3 同性愛 l 1生のモラル
STD 9恋愛 6 7イノ リティの件A 3 メディアと性 lパイアグラとピル
性的虐待 9性犯罪 6性向一性障害 2結婚 l性表現 l 
コミュニケー ションふれあいの性 9月経 6 自慰 2 子供の虐待 l 自己評価 l 
性と人権 9性の平等 5 リプロダクティプヘルスライツ 2 素敵な性
性的自立 8 メディアセックス 5インターセックス 2脳と生殖行動の進化



















































































































































































避妊方法 メリット デFメリット 日本






女性用コンドーム －性感染症（STD）予防可能 －男性用コンドームに比べると 3倍 。
－利用法が簡単 程度値段が高い
－手軽に誰でも入手できる





避妊方法 メリット デメ リット 日本
ミニ・ピル （黄体ホルモ －避妊効果が極めて高い 月経周期の異常が出ることがある × 
ン単味剤 ：POP) エストロゲンによる副作用がな 医師のもとへ行かなくてはならな
く、ピル（COC）に比べて副作 し、
用が少ない
























周期的禁欲法 （リズム －副作用が全くない 避妊効果は低い 。
法）




緊急避妊法 －避妊効果がきわめて高い －医師の診察が必要 。
－副作用が出る者がいる
不妊手術 －一度手術すると避妊効果が持続す －医師による手術が必要 。
る －手術後に妊娠を望んでも再び妊娠
することはほぼ不可能
腔外射精（抜去法） －経費がかからない －失敗率がきわめて高い 。
インフ。ラノン －避妊効果が極めて高い －医師による挿入が必要 × 
・エストロゲンによる副作用がない
ノア ・フ。ラント 避妊効果が極めて高い 医師による挿入が必要 × 
・エストロゲンによる副作用がない －不正出血や無月経が起こり得る



























方式 典型的な使用（%） 完壁な使用（%） 1年間の継続使用（%）
避妊なし 85 85 
殺精子剤 21 6 43 
定期禁欲法 （オギノ式） 20 9 67 
臆外射精 （性交中絶法） 19 4 
コン ドー ム 12 3 63 
ピル 3 0.1 72 
銅付加lUP 0.8 0.6 78 
不妊手術 （女性） 0.4 0.4 100 
不妊手術 （男性） 0.15 0.10 100 


















表9 世界の避妊実行率と方法別割合 （%） 
全 世 界 開発途上国 先進工業国 日 本 アメリ カ
避妊実行率 53.0 62.4 5:J. 5 58.6 90.0 
方法別割合
不妊手術（女性） 29.6 35.2 12.2 27.5 
（男性） 8.3 8.9 6.1 1. 7 
IUD 20.6 24.3 8. 7 2.0 
ピJレ 14.5 1. 9 22.9 30.7 
コン ドー ム 10.2 5. 7 24.2 14.6 
その他 16.8 13. 9 26.0 13. 5 





































































｜本時の学習内谷 ：避妊方法の選択 i 
i対象学年 11年生 ！ 
｜ 所要時間 ：1時間
｜目標 ：（！）青少年に適した避妊方法にはどんなものがあるか理解する i 
i (2）各避妊法のよい点と不都合な点について検討する ｜ 
: (3）避妊法の選択および正しい使用法について調べたことをもとに、 自分の考えを確立する ！ 
｜授業の構成 ：（！）導入 i 
i (2）避妊法一定義と方法ーについてのブレインス トーミング i 
i (3）青少年によく知られている避妊法について調べ、理解する ｜ 
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＊注 1: FPQの避妊教育のシート・ マニュアル ・各種パンフレットを参考にしている
＊注2：避妊にピル、STD予防にはピルと コン ドー ムの両方を使用する方法。オランダの医師
が提唱に欧米で普及している方法
